
の
施
設
を
避
難
所
と
し
て
は
ど
う
か
。

6

駅
周
辺
の
大
型
集
客
施
設
と
避

難
所
で
は
な
く
一
時
退
避
所
と
し
て

話
を
進
め
て
い
る
。

5

市
役
所
駐
車
場
の
有
料
化
に
よ

り
、
駐
車
可
能
台
数
及
び
料
金
設
定

の
内
訳
は
。

6

収
容
台
数
は
２
５
０
台
前
後
、

料
金
は
最
初
の
１
時
間
は
無
料
、
そ

の
後
30
分
ご
と
に
１
０
０
円
で
現
在

調
整
中
で
あ
る
。

5

大
室
分
署
の
移
転
後
は
、
市
内

は
2.1
キ
ロ
圏
内
に
網
羅
さ
れ
る
の
か
。

6

Ｊ
Ｒ
を
軸
に
南
部
の
一
部
に
網

羅
さ
れ
て
い
な
い
地
域
が
あ
る
。

●
市
民
公
益
活
動
促
進
基
金
条
例
の

制
定

5

寄
附
先
を
指
定
し
な
い
寄
附
の

取
り
扱
い
は
。
ま
た
分
配
は
ど
の
よ

う
な
計
算
式
を
用
い
る
の
か
。

6

指
定
の
な
い
寄
附
は
、
基
金
の

中
で
一
時
的
に
預
か
り
、
公
益
活
動

に
対
し
て
仕
掛
け
て
い
く
。
こ
れ
は

分
配
で
は
な
く
、
市
民
公
益
活
動
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
助
成
し

て
い
く
。

●
25
年
度
一
般
会
計
予
算

5

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
推
進
事
業
で

は
市
内
数
カ
所
で
花
火
を
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
ど
こ
を
計
画
し
て
い

る
の
か
。

6

利
根
川
河
川
敷
、
東
大
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
下
総
航
空
基
地
の
北
・
中

央
・
南
の
３
カ
所
で
計
画
し
て
い
る
。

5

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
推
進
事
業
の

最
終
的
な
目
的
は
。

6

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
人
口
を
回
復

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

●
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
条
例
の
一

部
改
正

5

ス
ポ
ー
ツ
障
害
予
防
委
員
会
を

かしわ市議会だより（７）平成25年５月１日 第198号

総

務

委

員

会

市
民
環
境
委
員
会

市長から提出された予算条例や条例

などの議案について、各委員会で審査

の集中したものをお知らせします。

●
育
英
基
金
条
例
等
の
廃
止

5

育
英
資
金
を
活
用
し
て
い
る
人

に
影
響
は
な
い
の
か
。

6

現
在
の
育
英
事
業
で
あ
る
奨
学

生
給
付
金
は
、
一
般
財
源
の
事
業
で

あ
り
、
基
金
を
活
用
し
た
も
の
で
は

な
い
。

●
25
年
度
一
般
会
計
予
算

5

帰
宅
困
難
者
対
策
と
し
て
民
間

廃
止
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

を
15
名
に
増
員
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
体
制
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
か
ら
障

害
予
防
ま
で
カ
バ
ー
で
き
る
の
か
。

6

今
回
の
統
合
で
医
師
会
や
歯
科

医
師
会
の
方
々
を
加
え
、
子
供
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健

康
づ
く
り
に
重
点
を
置
い
て
、
各
種

の
提
言
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
障
害
予
防
委
員
会

で
は
、
中
高
年
の
腰
痛
予
防
対
策
な

ど
に
重
点
を
置
い
て
い
た
。

●
25
年
度
一
般
会
計
予
算

5

私
立
保
育
所
整
備
費
補
助
に
つ

い
て
、
27
年
度
に
は
完
全
に
待
機
児

童
を
解
消
で
き
る
の
か
。

6

近
隣
の
状
況
か
ら
、
27
年
度
に

要
保
育
率
26
％
を
目
標
と
し
達
成
す

る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
待
機
児
童
が

解
消
さ
れ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

●
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

5

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
は
議

論
し
た
の
か
。

6

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
や
柏
市
個
人
情
報
保
護
条
例
等
の

遵
守
・
義
務
を
行
わ
せ
る
よ
う
選
定

審
査
評
価
の
審
査
項
目
と
し
て
い
る
。

導
入
後
は
点
検
・
評
価
を
行
い
改
善

が
必
要
な
場
合
は
速
や
か
に
是
正
・

指
導
を
行
う
。

●
25
年
度
一
般
会
計
予
算

5

除
染
費
用
の
中
で
公
園
施
設
に

係
る
費
用
が
多
く
の
割
合
を
占
め
て

い
る
が
、
何
カ
所
く
ら
い
残
っ
て
い

る
の
か
。

6

全
部
行
う
か
は
確
定
し
て
い
な

い
が
計
画
数
量
と
し
て
は
１
７
０
公

園
で
あ
る
。

5

北
部
中
央
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
の
整
備
率
は
ど
の
程
度
か
。

6

事
業
費
ベ
ー
ス
で
約
40
％
程
度

で
お
く
れ
て
お
り
、
県
で
は
事
業
計

画
変
更
の
手
続
き
を
す
る
中
で
資
金

計
画
等
も
見
直
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

建
設
経
済
委
員
会

2013年２月20日、トーランス市と柏市が姉妹都市を提携してから40年の

記念すべき日を迎えた。

この姉妹都市提携40周年を祝賀するため、トーランス市市民親善使節団

が、2013年３月23日から27日まで、柏市を訪問されるが，柏市議会は，こ

の訪問を心から歓迎するものである。

この40年間、トーランス市と柏市の間においては，青少年の交換派遣，

トーランス市から柏市への英語講師の派遣、市民親善使節団の相互訪問，

その他芸術文化・スポーツ分野での交流などさまざまな姉妹都市交流事業

が実施され、両市民の相互理解を深め、両市の友好関係を構築する上で大

きな役割を果たしてきたところである。

現在、柏市では、トーランス市のほか、承徳市、グアム準州、キャムデ

ン町の３都市と友好都市を提携し、それぞれ交流事業を実施しているが、

このトーランス市との姉妹都市交流事業が、その後の柏市における国際交

流事業推進の礎となり、先駆けとなった。

これら姉妹都市交流プログラムを長年にわたり継続して実施することが

できたことは、ひとえにトーランス市長及びトーランス市議会、またこれ

まで交流事業に携わってこられたトーランス姉妹都市協会及びトーランス

市民の皆様の御理解と御尽力によるものである。

よって、柏市議会は、このたびのトーランス市市民親善使節団の柏市訪

問を歓迎するとともに、これまでのトーランス市関係者の御功労に対し、

特に決議をもって感謝の意を表明する。また、今後も姉妹都市交流事業が

継続されることにより、両市の友好関係が一層発展し、両市民の友情のき

ずなが末永く続くことを祈念する。

以上、決議する。

平成25年　2月22日

千葉県柏市議会

トーランス市市民親善使節団の柏市訪問歓迎と姉妹都市

交流事業の継続実施を感謝する決議

去る２月12日、北朝鮮は国際社会の警告を無視し、核実験を強行した。

2006年及び2009年と過去２回の核実験の際にも、国際社会は強く非難し、

本市議会も厳重に抗議を行った。しかしながら、昨年12月に「人工衛星」

と称するミサイルを発射し、我が国を含む国際社会に重大な脅威を与えた

ばかりであるにもかかわらず、今回３回目となる核実験が行われたことは、

国連安保理決議に明らかに反するものであり、国際社会に対する重大な挑

戦である。

我が国は、広島・長崎への原子爆弾投下によって、多くのとうとい人命

が失われ、多大な犠牲を経験したことなどから、柏市民は軍縮とりわけ核

兵器の廃絶を心から願っている。北朝鮮が核実験を強行したことは、こう

した市民の願いや国際社会のルール、秩序を無視した暴挙であり、北東ア

ジア及び国際社会の平和と安全を著しく害するものとして断じて容認する

ことはできない。

よって、本市議会は、今回の北朝鮮の核実験に対し厳重に抗議するとと

もに、北朝鮮が速やかに全ての核を放棄することを強く要求する。

以上、決議する。

平成25年　2月22日

千葉県柏市議会

朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）による三度目の

核実験に抗議する決議

委員会審査委員会審査委員会審査委員会審査委員会審査

教
育
民
生
委
員
会

■請願の審議結果

○：賛成、×：反対、棄：棄権　　注）①反対には、態度保留、継続等を主張し賛成でない立場を含みます。②議長は表決に加わっていません。

番
号

29

30

31

32

33

34

７

10

28

不採択

採択

不採択

採択

不採択

採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

１

２

１

２

３・４

２

７

賛成　9人／反対26人

賛成34人／反対　1人

賛成11人／反対24人

賛成35人／反対　0人

賛成　9人／反対26人

賛成32人／反対　3人

賛成14人／反対21人

賛成11人／反対24人

賛成　9人／反対26人

賛成11人／反対24人

賛成11人／反対24人

継続審査

生活保護の引き下げをしないことなどを求める意見書について

就学援助制度を後退させないことについて

年金2.5％の削減中止を求める意見書について

高柳駅の橋上駅舎化について

介護保険料の引き下げと保険料・利用料減免の改善について

市民にやさしい国民健康保険事業について

公設公営保育所への特定財源の復活に関する意見書について

すべての子供たちに行き届いた保育と教育の実現について

みくに幼稚園園児の教育環境保全対策について

無所属
1人

公明党
７人

日本
共産党
４人

新世柏
3人

柏清風
10人

護憲
市民会議
2人

市民
サイド
2人

柏愛
倶楽部
2人

政和会
2人

未来
会議柏
2人

結　　果主旨件　　　名

 × × ○ × ○ × ○ × × ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

 × × ○ × ○ × ○ ○ × ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 × × ○ × ○ × ○ × × ○

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

 × × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

 × × ○ × ○ × ○ × ○ ○

 × × ○ × ○ × ○ × × ○

 × × ○ × ○ × ○ × ○ ○

 × × ○ × ○ × ○ ○ × ○

 － － － － － － － － － －

継　続　審　査　分


